
林地肥培

(肥培木の材質)

1. 試垓担当者

本塲土じょう誡艮 瘦本与良於か

2. 試段目的
成木於球から・生産される木村を樽造用材や原料材として利用する際,招肥後の材質がこ 

れらの费品の品質に著るしい影释を与えるものと考えられ馮 したがって,これらQ利用面 

から応肥の影滁をあきら加てするととも亿,,總肥技術にたいすろ基礎資・料を蓄利する必耍カ; 

あん

このため木材の材聲tたいして％肥の彩殍をあきらかにするとともに,利用上の立埃から 

施史の技術にたいする有効な基磴資科を蓄顏することを目的とする。

3. 昭和4 5年度の経過とえられた結果

スギの成木’ぐついての施肥と材質と醐係を詞ペる.ため,播罔県(て設定していた試煥地か 

ら供試木2千本の採取し,訊科のお楚を行左っれ

4. 昭和4 6年度の試験計画

I•スギ成木松肥木の材質について測定を始める。

2.スギの成木Kついて拖肥を枝打ちの併用が材質に及絞ナ影響を敬するため,一事例と 

して岐率県下吕の私有林から供試木を採取する。

-3〇-

16.上木被覆による寒害防止

相対照 
皮％

靖高 
気湛 籠離

100 %区 100
°C
1.2

•C 
-6,4 -12.0

商 70 83 1.0 -5.3 -10.0
崎 50 6 8 1.6 -3.3 -7.3

30 20 1.1 -41) -8.0
群馬蘇平年差 -0.5 -1.4

10り％区 100
高 70 73 0.5 - 39 -6.0 -1.8 6 5
萩 50 32 2.7 - 35 -5.3 -0.4 69

30 16 2.0 -36 -5.5 -0.8 —
茨城麟平年差 -0.2 - 0.3 - 0.4 + 6

1.試玫担当者
北細支砌林部長 ± 井 恭 次 ほか

本塚瀉部造林第一研究室長 坂 上 幸 雄 ほか

"防災都気象研究室 佐々木 長 儀 れか

東北支我砌湖畏 山 谷 孝 一 ほか

四国支为港林硏究室長 安 藤 貴 ほか

九州支や脊林部育林第一研究室 高 木 哲 夫 ほか

〇 菊二研究室 上 中 作次郎

・ 九州林木音程您原甩驟& 毋 善 ■ ' ■

2•試験目的
人工松栽面だ｝の拡大にとも左い.寒鲁発生地炫の寒害防除が要望されている。しかし皆伐 

跡の淅純地では祁々の察害防除法も絶対的防除法とはいえ宏い。そこで懸害営聽地城では上 

木忙よって8?:境を緩村する g 検射が塁Wれる。 ’

寒各防止法確立のため•寒供・霄に対する上方被覆効果,または測方効果を明らかにし,貝 

体的な防止試筋を突施する。

3.昭和4 5年度の経過とえられた結哭

。本 坦

(造林部)

高萩卷林碧窩萩事業区,および高崎営林署裕儕事業区内に試欢を設定,スギ•ヒノキを 

交互列状植裁し,活液宙本,号我解彥»光条件調査をしん

く防災部)

約6 U年生のスギ・ヒノキの北偏斜面に生立する;林分を上木疎開の割企を恭.て,その 

国下;てス¥・ヒノキ1床2年生苗を植裁し上木の相対照座および啄剿!を調査した結果は 

次の通りであつ私 < 1月の平均値,細!:等を示す>
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。北唾愁

0召和4 4年から槌続して,道柬忱方左どの密地带に発生するトト・マツ造林木の冬期ゆ 

乾焼害(疼乾害ノの妾因を解析中であも

4 5年既は照う?嘗林署宜内において毎年被轡が発生して造林因雑な象境の気象観測と , 

発生微作の密明および防止法碎立のたあのモデル実岭を行なった〇そQ結柴の授略次の 

とおりである。

1. 被害発生の時期……土摂凍結のはじまる11月中4リ頃から業の変色があらわれ2月下

旬には回彼不健なまで核害は進行する。

2. 気羨の,将徴.......道束也方でも同様ておるが,この地方は税皆か少なく1〜3月は

もっとも冷え込みがきびしく空気は乾燥し,かつ好天で日照が多

い。

3. 核害の要因....... 囲・Q影悟よりも日射の杉虾カ:大在いこと力［わかった〇したがって

風衝i也でも日かげにたるところでは衫憲は少ない。

す左わち日かげで日中も魂紀’している苗木は被害をうけないが, 

日射をうけて日中M融瘩される苗木は泌害をうける。

。束北支堪

1. カラマツ幼合林臓護効果試金 遠野拠内カラマツ幼令林を利用し,4 4年国てス 

ギ実生苗を林内と孙外に松殳した。4 5年辰忆第1回目の潟寄を突施した。

2. 帝状皆伐植皆試・ 岩手汚街内の13年生アカマツ,カラマツ林内に带状皆伐区をつ 

<り,44年匿エスギを植栽した〇 4 5年斐K第1回目の润査を実施したが,％だ廓］ 

は認められをい。

3. 防風終:てXる3ヂル莖境 宮古暑や内のスギ造林泡•を対象とし,防風網をコの宇型に 

張り・寒害网査,気象蠲測を実謔している。

。四国支场

前年亿試改区を設定した魚梁浴営垛署と本让淄なNの試.命地に姗iをわこなった。荊生 

広菜院を保護苗としてなるべく多く残すようK努めたが,伐採鼬。退程で支離木として 

伏採され残存広泰なは極めて少な<なった。このれめ,広荣愣にXる保遗効果は当面期待 

できないので,再生する朗芽枝や草本による保護効果をねらうこととし,再生韭の斯査と 

尤環魂の調査を実施しわ

。九州支場

1. 凍害’常襲批の從本紫冋蘇郡波野村作マツ側方料或効采おXびスギ捞英伪Z 0ク“ーン 

fit凍性検定試呂〇・2 5haを設定し,クロマツ5 0 0本を先行植裁した〇

2. スギ精英担クローンの地绞IてXる耐風性の茬異を検討した〇

長!を"菊池者林看部内のスギクロ -ン次イ皿定林および九州林木育種堤卩ゆクロ-ソ 
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母巡について凍結実照で詞べた。クa ・・ンによる耐凍性は间時期内で歌育恩粉,長彫は 

ほぼ一定しているが,!力月後の3月下句Q菊渉部内では前2カ所と逆g向が街られ 

た〇これはクローンの気制て対する反応性によるものかと思われる。

4.昭和4 6年度の試験計画

。本 場

(造林部)

植我当年の寒害票杰,生長沼査,光条件・瑾注を行な爲

(防災部)

上木藻開の側;含が!相対照座で30. 5 〇( 70.100 %の各涕任地にスギ・ヒノキの1床 

2年生苗を折下穏裁し冬季気集やを観測するとともに,用咻ゆ核答度を判定の上気象会 

と被害の関係治Xび気象の経年恕匕と被皆の现孫を求める。

。北海道支堤

苗木を霆光(設覆)する方法は.密乾客の防止に有効左手段ではあるがどの瑁度の道光 

く披理)が必要かについては不明である〇そこで,苗木の上部を明るさを変えて被建した 

怨合について,•有勿爲就5変 < 保踏界被覆変>を定电的にもとあて,技役艾と波書のあ係 

を明らかにしてい <,また,郷に及ぼす2i接的気象技因の迫求と被段することによって 

緩知される気象要因のなかでどの要因カ昭噸に有効であるかを・明らかにしてい<〇

また,低温下忙おける年沐ゆ乾戒速呕と気$!諸因子との景的な段係を実我的に究明する。 

。東北支か

逮好宏代内 カラマツ林の防舞燉効果必査

岩手男箭内 アカマッ,カラマツ帝次皆婚地栖栽木Q謁金

宮古5?笹内 クレ疋ナ防風網による試跋の継統

気采阳査 立木残存と気象条件との阕保忙ついて風奁をま・、こなうため,胃??比を道定

する。

。四国支場

被害捌充.琪境们査を:1,、こなう。

。九州支埸

1. 波野試験地植戒

同時模裁用クDマッ4 0 〇本
スギ梢英尚クロ ーン2 〇ク"-xxfl 0^=12 0 0本

2. スギ棉英盘ク〇 -ンの批坎4・てXる畠凍性•季節変動の検的

菊池,小林箸,九州林木育種圾 3カ所

3. 上木被農下の琪貌解析
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